
第１４回技術シンポジウム 

インフラＤＸで⼈や社会は
幸福になれるのか 
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新型コロナウイルス感染拡大状況によっては、開催方法の変更または中止の可能性があります。
最新情報は当シンポジウムHPをご確認ください。

13：00～13：05　開会挨拶
13：05～14：15　基調講演

『社会を豊かにするインフラとは?』
馬奈木 俊介（九州大学大学院工学研究院環境社会部門教授）

14：15～14：40　講演

『NEXCO西日本におけるDXの取組み』
松村 宜弥（NEXCO西日本経営企画本部 情報システム部長）

14：40～14：55　学生アイデア発表

『学生が考えるインフラDX』
道路工学実践教室 最優秀受賞者

14：55～15：15　休憩（20分）

15：15～17：15　パネルディスカッション

『インフラDXについて考える』

17：15～17：20　閉会挨拶

会場での開催に加え、

動画配信も実施いたします。

※その他注意事項も併せてご確認ください。
https://www.kyushu-u-nexco.jp/index.html

会場：アクロス福岡Ｂ2Ｆイベントホール
（福岡市中央区天神1-1-1）

申込み先

※CPD認定をご希望される方は所定の手続きが必要です。

インフラＤＸで
人や社会は

幸福になれるのか

で
第14回 技術シンポジウム

日時：令和　　年　　　月　　　日（火）

会場：アクロス福岡Ｂ2Ｆイベントホール
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主催：九州大学　共催：西日本高速道路株式会社
後援：国土交通省九州地方整備局、（公社）土木学会西部支部、（公社）地盤工学会九州支部、
　　　（一社）九州橋梁・構造工学研究会、（一社）建設コンサルタンツ協会九州支部、
　　　（一社）日本建設業連合会九州支部、（一社）九州地域づくり協会
お問合せ先：西日本高速道路エンジニアリング九州株式会社

kikaku@w-e-kyushu.co.jp

会場開催

動 画 配 信

ライブ配信とオンデマンド配信のURLをHPに
掲載します。
HPよりご確認ください。

HPの「シンポジウム参加申し込み」
からお申し込みください。
※事前申し込みのない方の当日参加はお断りいたします。
※土木学会認定CPDプログラム（認定番号: JSCE22-0909）
※新型コロナウイルスの感染防止対策を実施します。
　（入場時の検温と手指消毒の実施・ご来場時のマスク着用･
　  ソーシャルディスタンス確保のため座席の間隔を確保）

申し込み締め切り

10/7

コーディネーター　馬奈木 俊介（九州大学大学院工学研究院環境社会部門教授）
パネリスト 森下 博之（国土交通省 九州地方整備局 企画部長）

渡邉 善太郎（株式会社スカイマティクス 代表取締役社長）　
小野 和美（古賀マネージメント総研株式会社 取締役） 
三谷 泰浩（九州大学大学院工学研究院附属アジア防災研究センター教授）
松村 宜弥（NEXCO西日本経営企画本部 情報システム部長）

社会全体として「DX（デジタルトランスフォーメーション）」への取り組みが推進されており、国土交通省では、2022年を「DX」による変革に取り組む「挑戦
の年」として位置付けています。しかし、実際の社会においては、従来のアナログ中心の古いシステムから抜け出せていない状況にあります。そもそも「DX」
とは何でしょうか？本シンポジウムでは、DX導入による交通インフラ分野への期待される効果などを紹介しながら、官・民・学における「インフラDX」の取
り組み・今後の展望などを議論し、「インフラDXで人や社会は幸福になれるのか」について、一緒に考えていきたいと思います。

講演者・パネリスト略歴

インフラＤＸで人や社会は幸福になれるのか

福岡県出身。九州大学大学院工学研究科修士卒、2002年米国ロードアイランド大学大学院博士卒。Ph.D.（経済学）。米国サ
ウスカロライナ州立大学ビジネススクール講師、東京農工大学大学院共生科学技術研究部助教授、横浜国立大学経営学部
准教授、東北大学大学院環境科学研究科准教授、東京大学公共政策大学院特任准教授を経て、2015年より九州大学大学院
工学研究院教授、九州大学主幹教授および都市研究センター長。経済産業研究所（RIETI）ファカルティフェローを兼任。
2020年より九州大学総長補佐。第16回日本学術振興会賞受賞。国連「気候変動に関する政府間パネル（IPCC）」代表執筆
者、国連「生物多様性及び生態系サービスに関する政府間科学政策プラットフォーム」（IPBES）統括代表執筆者。

奈良県出身。1994年に建設省（現国土交通省）に入省。
トヨタ自動車への交流派遣、関東地方整備局企画部施工企画課長、総合政策局建設施工企画課企画専門官、中国地方整
備局松江国道事務所長、中国地方整備局道路部道路調査官、道路局国道・防災課道路保全企画室企画専門官、総合政策
局公共事業企画調整課施工安全企画室長、道路局国道・技術課技術企画室長を歴任。
現在、九州地方整備局企画部長として、組織のマネジメントや建設業の担い手確保などを担当するとともに九州地方整
備局のインフラDXの推進に従事。

2002年早稲田大学理工学部機械工学科（流体工学専攻）卒業。同年三菱商事入社後、衛星画像・GISビジネスに従事し、多
数の新規事業創出、子会社経営等に従事する中でリモートセンシングの可能性と課題に気づく。2016年に「リモートセンシ
ングで、新しい社会を創る」というミッションを掲げスカイマティクスを創業後、サービスの発案、製品開発、営業を一貫して
担当。ドローン・衛星等の様々なデバイスで得られる画像・データを統合し、地理空間情報と時系列情報も含めて処理解析が
可能な「時空間解析プラットフォーム」を開発、建設業界向けドローン測量サービス「くみき」などユニークな各業界専用の
DXサービスを提供している。2020年Mizuho Innovation Award受賞、2021年J-Startup選出。

1991年九州大学工学研究科土木工学専攻修士課程修了後、民間会社（建設会社）に勤務。退職後、1997年より九州
大学工学研究院助手、1999年より同大学助教授を経て、2013年より現職。
専門は、岩盤工学、地圏環境工学をベースに防災システムの構築、地理空間情報の利活用など情報と土木工学との融合
を考えた研究を行っている。2017年九州北部豪雨災害においては、九州大学災害復興支援団の団長として活躍。現
在、国土交通省九州地方整備局においてi-Construction産学官連携会議の委員長を務める。

大阪府出身。1989年 日本道路公団（当時）に入社し、福岡管理局に配属。2005年の民営化以降、西日本高速道路株
式会社 中国支社広島高速道路事務所長、本社技術本部施設部施設技術課長、四国支社保全サービス事業部長などを歴
任。西日本高速道路ファシリティーズ株式会社経営企画本部長を経て、2021年6月より現職。経営企画本部におい
て、情報システムやDX戦略推進を担当している。

馬奈木　俊介 氏（まなぎ　しゅんすけ）　

森下　博之 氏（もりした　ひろゆき）　

渡邉　善太郎 氏（わたなべ　ぜんたろう）

小野　和美 氏（おの　かずみ）　

三谷　泰浩 氏（ みたに　やすひろ）

松村　宜弥 氏（まつむら　よしや）

九州大学大学院工学研究院環境社会部門教授

国土交通省　九州地方整備局　企画部長

株式会社スカイマティクス　代表取締役社長

古賀マネージメント総研株式会社　取締役

九州大学大学院工学研究院附属アジア防災研究センター教授

西日本高速道路株式会社　経営企画本部　情報システム部長

第14回技術シンポジウム

福岡市出身。上智大学文学部新聞学科卒。男女雇用機会均等法世代として1986年日本経済新聞社入社。1991年外資系広
告会社に転職し、グローバル企業の日本におけるマーケティングに関与。出産を機にUターンし、1996年から株式会社電
通九州に勤務。統合マーケティング局長、新規開発室長等を務め2021年末退職。新卒以来一貫してマーケティングやブラ
ンディング、コミュニケーション戦略立案、消費者行動分析等に携わる。2022年1月より古賀マネージメント総研株式会社
取締役（現任）、3月より株式会社ワールドホールディングス取締役（独立社外、現任）。幸せを基点とした企業経営やマーケ
ティング、キャリア形成をテーマとして、本年6月、株式会社ハピネスベイスを創業。



基 調 講 演 

社会を豊かにするインフラとは？ 

⾺奈⽊ 俊介 

（九州⼤学⼤学院 ⼯学研究院 環境社会部⾨教授） 
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国連ＳＤＧｓの実現：
地域での企業活動

馬奈木俊介

自己紹介

工学部 教授

(主幹教授、都市研究センター長)

国連・新国富報告書代表

(Inclusive Wealth Report: 包括的な富指標)

解決できない問題

4

2



公的機関では

7 8

産業界も指標化へ

3



持続可能な開発目標

ブルントランド委員会、1987
“Our Common Future” 『地球の未来を守るために』

「国連持続可能な開発会議」 (リオ＋20)、2012

9

持続 可能な開発目標

日本 「脱炭素化へグリーンGDPを新指標に」

11

• 経済財政運営と改革の基本方針2022（骨太の方針）)(2022/06/07)
• グリーンＧＤＰ（仮称）などの研究・整備を進める

グリーンＧＤＰ

＝GDP ＋ ∆自然資本

12

4



ＧＤＰを
超えて

Beyond GDP

5



社会の目的＝持続可能性の評価

英国 2021
ダスグプタ・レビュー
（自然資本の政策目的・評価）

ネイチャー・ポジティブ
（自然資本を増加）

20

6



アメリカ：自然資本の主流化

21

• 自然資本会計の標準化へ

商務長官(2022/04/23)

• 世界の50%以上のGDPが自然資本に依存
しており、その自然が危機にさらされてい
る。(世界経済フォーラム,2020)

22

Source:中国発展国際学術年会 2022.06.12.

中国：グリーン成長のためにも自然資本。

• グリーン発展

• 国民経済計算に「生態資本」導入

• 自然や生態系サービスを金銭価値化して、
「生態資本」を資産に、炭素排出を負債に、
国、地域、企業、個人レベルの資産負債
表へ

大気汚染（自然資本） ⇔ 健康（人的資本、健康資本）

7



技術か？

25

仕組化

活用方法

26

喜び
⽇本⼈のWell-being にとって重要な要素は何か？

生活全般に関わる項目

1位 家族との関係

2位 所得・財産

3位 生活環境

4位 友人・知人との関係

5位 余暇時間

6位 仕事

7位 教養・知識

8位 身回りの自然

9位 言論の自由

10位 国政

11位 地方自治

12位 愛国心・民族意識

13位 宗教・宗教の自由

14位 地位・名誉

1位 大気汚染

2位 水質汚染

3位 地球温暖化

4位 自然災害（台風、津波、地震など）

5位 オゾン層の破壊

6位 気候変動

7位 エネルギーの持続可能性

8位 森林保全・植林活動

9位 身の回りの自然の汚染・景観の保全

10位 生物多様性の損失（動物保護等）

環境問題に関わる項目

8



29

ESG経営支援：企業のSXを推進

30

株式会社サステナブルスケール

SDGs評価項⽬／スコア

SDGs Score 5

G(企業統治) 53.00

地域社会

製品責任

従業員

⼈権

5

5

5

5

3.2

3.6

2.8

2.4

2.50

サステナビリティ・ランク

B+
E(環境)及びS(社会)取組により
更なる成⻑可能性が期待される

SDGs Score 2.50

ｌ 評価⽬安

Ｄ- Ｄ Ｃ- Ｃ Ｂ- Ｂ+ Ａ Ａ+ Ｓ+Ｓ
S(社会) 51.73

経営陣

CSR戦略

株主

5

5

5

1.8

1.0

2.4

E(環境) 52.53

排出量

⾰新性

資源利⽤

5

5

5

2.4

2.8

2.4

SDGs総合 52.73

SDGs経営⽅針・体制

成⻑性

SDGs取組の開⽰

5

5

5

3.8

2.0

2.4

ESG取り組みの収益・株価影響はプラス ストレス軽減価値は一人 ６０００万円

ESGスコアの上昇に対する企業利益の上昇率（%）

ESGスコアの上昇に対する株価の上昇率（%）

持続可能性戦略のために

32

ソフトバンクの事例

ステップ① ステップ②

格付組入効果の顕在化 ESGテーマ別活動効果の顕在化

（日
）

（対TOPIXとの差
分）

環境

ガバナンス

社会

気候変動

ﾀﾞｲﾊﾞｰｼﾃｨ

ﾘｽｸﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ

（対TOPIXとの差分）

（日）

地方創生

健康経営

9



国東市 『自然×宇宙』
日本一宣言プロジェクト

KogaManagement Institute

■ 国東市 （中間市、久山町も同様） カーボンネガティブ宣言

34

地球

企業農家

二酸化炭素排出量削減
クレジット取引利益の享受

二酸化炭素
排出量クレジット購入

二酸化炭素排出量抑制による
環境改善

農家・企業・ひいては地球にとってwin-winな事業。

35 36

■ プロジェクトスキーム

市内の農地や森林を活用し、農地貯留や森林吸収によりCO2をクレジット化。ボランタリークレジット(VCS/GS)に

認証されている一般社団法人ナチュラルキャピタルによる第三者認証を受け、CO2クレジットを取引企業に販売。

¥

クレジット

農地

森林

農地貯留 クレジット化

一般社団法人
Natural Capital

大分県国東市

ボランタリークレジット

第三者認証

取引企業認証後販売開始

認証

※証明書発行

10



37

■ 各領域の役割分担

クレジット取引所

クレジット

¥ 海外取引所

国内取引所

植物
農地

クレジット

CO2をクレジット化
する仕組みの構築

クレジットを管理

¥

¥

取引企業

クレジット

森林

木

農地/森林の管理 クレジットの測定/調査 クレジットの販売/取引

⼤分県国東市 ⼀般社団法⼈Natural Capital

38

桐素材の家具でCO2を固定化、使用後は焼却でなくバイオ炭を生成。森林・農地の肥料として活用することで

国東市内のサーキュラーエコノミーを形成。またクレジット化により、新たな農家の収益源に繋げる。

■ サーキュラーエコノミープロジェクト

※サーキュラーエコノミーに該当しない
家具購入

バイオ炭の生成

森林・農地での活用

森林の運営

家具の焼却

※バイオ炭を肥料として活用

大分県国東市

CO2排出

※桐素材を使用した家具でCO2を固定

※桐の木

廃棄家具回収

家具販売（¥）

クレジット化（¥）

農家の収益源に

※廃棄回収を制度化

日本初のサーキュラーエコノミー都市を目指す

地域における脱炭素化、…
カーボンプライシング

39

畑を使わない春までの間
個⼈の農地でCO2吸収⽤のライ⻨を植えることで

1,900万円を⼿にすることが出来た
40

16
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41 CO2吸収量

43健康資本プロジェクト

九州⼤学都市研究センター 株式会社 健康資本

人的資本の増加に
より企業価値が
大きく改善する

健康を測る

㈱健康資本

12



人的資本の増加に
より企業価値が
大きく改善する

人的資本の増加に
より企業価値が
大きく改善する

病気リスクに変化

• 男性： 約25%の方で腎臓病の疾病リスクの（10%以上）減少がみら
れた。

• 女性： 約37%の方でバセドウ病の疾病リスクが（10%以上）減少して
おり、中には60%近くリスクが減少。

48

13



医学住宅

49 50

⼼筋梗塞・脳梗塞・⼼停⽌兆候を
重症化させず事前に救うAI機能

即座に家族や近隣（孤独⽼⼈の場合）に知
らせることができ、さらに周囲の反応がな
い場合は、⾃動的に119番通報される。
寝室内に固定されたセンサーで⼼臓の波

形より疾患リスクの⾼い患者を識別し、
発作の起こる1⽇前までに通知する。
最⼤6mの距離から97%の精度で同定。

転倒事故防⽌AIカメラ
モニタリングシステム

51

【⼈とまち 再⽣⼒⽇本⼀宣⾔】 戦略構想計画

＜事業理念および⽬的＞

中間市における⾼齢者の健康寿命を伸ばし、医療費・介護費の削減に寄与する事で、持続可能な街づくりに貢献する。

＜本プロジェクトの⽬標＞

団塊の世代のすべてが75歳以上となる2025年までに、科学的に効果が裏付けられた質の⾼い医療サービスの提供モデルを構築する。

Key Word①
病気を発症させない

Key Word②
病気を重症化させない

Key Word③
介護がいらない・させない

▼プロジェクトメンバー▼

＜全体統括＞

＜事業プロデュース＞＜アカデミックパートナー＞

▼中間市との具体的な取り組み▼

■地域包括ケアシステムの推進
住⺠の尊厳を保持しつつ、必要なサービスが切れ⽬なく提供されるよう取組を推進

■⾃⽴⽀援・重症化防⽌の取組の推進
健康状態に応じたリハビリテーションや機能訓練を通じて寝たきりを防ぐ

■介護現場の⾰新
テクノロジー活⽤による介護従事者の業務負担軽減

■正しい医学情報の啓蒙活動強化
⾼齢者と接点の強い地元TV局を活⽤した情報発信を展開

◯100年ゴルフプロジェクト
◯認知症トレーニング（咀嚼/排泄/歩⾏/脳）
◯⾻盤底筋を鍛えることによるおむつ消費量・廃棄コストの削減
◯⾶⿃Ⅱによるメディカル・ツーリズムへの参加（船上での⾷事・運動管理）

◯医学住宅の推進
◯オンライン診療・服薬指導サービス提供（ケーブルTV）
◯健康総合アプリの開発

◯介護分野へのロボット導⼊
◯AI導⼊とデータ活⽤

◯TV番組での取組発信＆メデュケーション展開

◯発達障害児向けダンス教育
◯介護施設の医学住宅化

＜パートナー企業＞

メーカー
（計測機器/医療ロボット

/AI）

インフラ企業
（電気・ガス・通信）

etc.

中間市

(株) 健康資本

14



別府温泉
免疫力

温泉に免疫力を高める効果（温泉医学）
を科学的に証明しよう

• リラックス効果

• 体温を上げる

• 血流がよくなる

55
出典：前田 豊樹 准教授／九州大学病院 別府病院 内科
http://www.gokuraku‐jigoku‐beppu.com/entries/immunity‐up‐1

リスクが減少した疾病の一覧

56※ 女性の「塩化物泉」と「硫黄泉」についてはデータ数の関係によりここでは省略しています。
ただし、「塩化物泉」では不整脈が21%、「硫黄泉」では骨病・関節病が11%もの疾病リスク減少効果が見受けられました。

15



九州DX推進コンソーシアム

57
※出典：PRI責任投資原則「署名投資家推移と市場規模」

世界の機関投資家の運用資産総額 世界のPRI署名機関数

4249社1京2700兆円

欧州、米国、カナダ、豪州/NZ、日本の5地域の機関投資家による2020年のESG投資総額は全体で4725兆円に達し、2018年の総額から

は15%、2016年の総額からは55%の増加となった（GSIA, 2021）。

PRIに署名している世界の機関投資家の運用資産総額は2019年と比較すると約3000兆円増加。

◆ ESG投資市場拡⼤

企業レベルのESGパフォーマンスの評価は大きく進展

本質的な変化のために製品・サービスレベルのESG評価が求められている

◆ 製品・サービスのESG評価

• PRIが2017年にサプライチェーンにおけるESGリス
クをマネージすることの重要性を強調

• 製品・サービス毎にESGの観点から意思決定（企業, 
消費者, 投資家）を行えるようにするためには、製
品・サービスレベルのESG評価が必要

環境影響だけでなく、社会影響も企業価値に直結

人権侵害を含めたESGに取り組まないことは売上の甚大な損失に繋がる

企業の事業リスクに直結する ＝ 製品レベルでのESG評価の重要性

◆ 製品・サービスのESG評価

• 実際に米国アパレル企業は強制労
働・児童労働をNGOに指摘され不
買運動により1兆4,000億円の売上
を逸失した事例が存在

製品展開にあたり、その社会影響を
体系的に把握する企業努力が必須

16



EUではバリューチェーンも⼈権・環境デューディリジェンスの対象に：法制化に向け欧州委が指令案
G20 (Indonesia) への提⾔タスクフォース, T20においても製品・サービスのESG評価による持続可能な企業活動の促進の重要性が提⾔：

Measuring the Unmeasurable ‐ Inclusive Evaluation Framework for Sustainable Investment

◆ 製品・サービスのESG評価

• 製品・サービスレベルの環境負荷
算出はCO2排出量を代表に進んで
いるが、ESG市場の拡大や法整備
により測るべきは環境影響だけで
はなくなっている

• サプライチェーンにおける社会影
響を算出するための手法(S-LCA)
は開発が進んでおり、統合的な指
標が求められる

• EUでの人権・環境デューディリ
ジェンスは域内企業だけでなくバ
リューチェン全体が対象であり、
関係する日本企業も対応が必要と
なってくる

AIによるESG評価荷重のリアルタイム解析に基づく包括的ライフサイクルサステナビリティ分析

◆ aiESG: AI-powered Product-level ESG Index

拡張産業連関分析によるプロダクトレベル
包括的ライフサイクル分析手法

• 製品・サービスレベルでの社会・環境・経済
の３面のインパクト分析に基づきESGを包括
的に定量評価する世界で初めての手法を
馬奈木・武田・キーリーが開発 ESG Score = 1.45

Confidential

SOCIAL IMPACT

• 製品・サービスレベルのESG評価
 製品・サービス開発, 改良 - ESGリスク低減のためにアプローチすべき主要項目の特定, ホットスポットの検出

(サプライチェーン・投入財のESGリスク検証）
 ESGリスク把握, 対外説明 - ESG債, IR等の対外説明への活用
 ブランディング - ESG格付け, 製品影響表示, 製品改良

本物の

のために

◆ aiESG: AI-powered Product-level ESG Index

おわりに

「新国富指標」を高める産業界に

パラダイムシフトを図り、

将来の世代に引き継ぐ。

地域の経済の持続可能性を担保し、
人々を幸せに。

そのための事業の成功が必要。

64

17



65

18



 
 

講 演 
 

ＮＥＸＣＯ⻄⽇本におけるＤＸの取組み 

 
 

 

 

 

 松村 宜弥 

（⻄⽇本⾼速道路株式会社 経営企画本部 情報システム部⻑） 
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ＮＥＸＣＯ西日本における
ＤＸの取組み

ＮＥＸＣＯ西日本 経営企画本部

情報システム部長 松村 宜弥
４．今後のビジョン

３．ＮＥＷ ＡＣＥ ＤＸｓの構築

２．情報通信技術の利活用状況

１．ＮＥＸＣＯ西日本について

１．ＮＥＸＣＯ西日本について

1-1. ＮＥＸＣＯ西日本 会社概要

︓272万台/⽇
︓6,772億円
︓100
︓209
︓1,313億円

利 ⽤ 台 数
料 ⾦ 収 ⼊
サ ー ビ ス エ リ ア
パーキングエリア
SA・PA売上⾼

※2021年度実績

NEXCO⻄⽇本 道路網図

20



1-2. ＮＥＸＣＯ西日本 会社概要
■建設事業■保全事業

■ＳＡ・ＰＡ事業 ■技術開発・海外事業

鉄道駅舎点検（アメリカ） 道路PPP事業（インドネシア）

超⾼耐久橋梁（別埜⾕橋）

新名神⾼速道路（城陽市）

宝塚北SA（外観）

リニューアルプロジェクト防災対応

交通管理

佐世保道路

新名神⾼速道路

壇ノ浦PA（外観） 壇ノ浦PA（内観）

２．情報通信技術の利活用状況

5

6

2-1. 情報通信技術の利活用状況（管制）

・交通事故や渋滞、異常気象等を２４時間体制で監視
・災害時に⻄⽇本各地の管制業務を代替運⽤可能

・⻄⽇本管内全域に⾃営光通信ネットワークを構築 ・路上設備からの情報を管制センターで収集し、
情報提供や現場保守員へ指⽰

※南海トラフ地震が発⽣し、関⻄・四国⽀社が
被災した場合のバックアップイメージ 7

2-2. 情報通信技術の利活用状況（ETC）

現金（S34～） ETC（H13～） ETC専用化（R4～）

無線通信により、ノンス
トップで料⾦収受

料⾦所のキャッシュレス化・タッチレス化⼊⼝にて発券し、出⼝にて
⼀時停⽌し現⾦精算

故障の予兆を数値から判断し予防保全

21



ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ 8

そこそこ情報通信技術やITを活⽤している
⾃負はあるが・・・

DXの広義な定義の中では
まだまだこれからの状況

（世の中から周回遅れ︕との指摘も）

３．ＮＥＷ ＡＣＥ ＤＸｓの構築

9

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ 10

3-1. NEW ACE DXｓの構築

NEW ACE DXｓの策定
〇当社の事業量はH17年の⺠営化時から『約3倍』
〇膨⼤な事業量に対応するため、デジタル技術を

活⽤して業務の効率化を図るなどDXを推進
〇DX戦略を“NEXCO West ACE DXｓ”と命名

NEXCO West
ACE DXｓ
Advanced Challenge Evolution will drive DX strategy.
先進的な挑戦と進化がDX戦略を推進する――――――――

NEW ACE DXｓの⽬的

NEXCO⻄⽇本グループの重点施策

〇デジタル技術を活⽤し、⼈に頼る業務や作業の
改善を図る等の業務効率化・⽣産性向上を推進し、
⾼速道路事業を進化させる

〇業務フローの⼤胆な印新やチャレンジへつなげる
ことで、創造的な⾼速道路マネジメントへの変⾰を
遂げ、グループ全体の企業価値を最⼤化させる

3-2. NEW ACE DXｓの構築（当面の取組方針）

①定常業務が対象となっているか︖
②課題が明確になっているか︖
③課題解決として、ルール⾃体や業務⼿順

の⾒直しは⾏ったか︖
④必要なデータを整理したか︖
⑤部署間のデータの連携を考慮しているか︖
⑥メニュー実施における費⽤は適切か︖
⑦⼀部機能のみの試⾏等を検討したか︖

DX戦略／当⾯の取組⽅針
〇社員が負荷軽減を実感できる⽇常業務の

効率化・⾃動化に資する取組を最優先に実施
チェックポイント

実 例
予算管理システム⼊⼒の簡素化・統⼀化

(1)予算科⽬毎に⼊⼒項⽬を⼀本化
⼊⼒選択肢 450⇒70項⽬ (85%減)

(2)グループ業務等の⼊⼒規則の⾒直し
⼊⼒項⽬ 12,500⇒4,000項⽬ (70%減)
⇒「システムの使い⽅」を変更して改善

データの負債化

構造化

仕分け

活⽤イメージ明確化 ⇒ 必要データのみ利⽤

価値のある有効なデータ価値のある有効なデータ

価値のないデータ価値のないデータ

価値があるのか
不明なデータ

価値があるのか
不明なデータ

データの整理
防ぐには

DXって何︖

こんなことが出来るんだ︕
(変わる実感)

これも出来るのでは︖
(積極的提案・具現化)

D
X
推
進
度

⼩さなDX
積み重ね

DX初期

より創造的に

提案により
更に推進

導⼊期 展開期 創造期

徐々に
増えていき

22



3-3. NEW ACE DXｓの構築（当面の取組方針）

⼊札図書確認・交付システム
図書交付資料の⼊ったCDを作成
契約課に⼿渡しor郵送年間1,000件

⼿間 ⼿間

⼿渡しor郵送

⼊札図書
確認システム

アップロード

事務所

上司の押印

事務所

⽀社実施課の
確認

ダウンロード

経理課

郵送、⼿渡し無し
ワークフローによる電⼦証跡処理

⼯事/調査等評定確認システム

算出
ミス

・ 評定の作成
・ ⼊⼒内容、計算内容のチェック
・ 評定表 押印、紙媒体保管

契約部署

⼈的リソースの有効化（2千ｈ/年）

100

WF
→

WF
→

WF
→

上司の承認

・ 評定項⽬⼊⼒
・ 結果のエスカレーション
・ WF申請、DB保管

業務効率化

労働時間削減

CD不要

R4.4リリース（試⾏運⽤中）R4.4リリース（試⾏運⽤中）

R4年度末リリースR4年度末リリース NEXCO社員の声

社員が負担軽減を実感できる⽇常業務の効率化・⾃動化

業務効率化

労働時間削減

最近では、RPAやワークフロー化
が急速に進んできた気がする。
ワークフロー化されることで郵送や
押印の⼿間がかなり楽になった。
少しずつだが、DXの推進により
ムダの改善や効率化を体感

3-4. NEW ACE DXｓの構築（DX施策一覧）

DX施策(件)
【完了年度別】

R2年度
以前 R3年度 R4年度 R5年度 R6年度 R7年度

以降

業務効率化
（142件）

システム最適化
（19件） 4 6 5 1 1 2
環境整備
（75件） 6 8 35 9 7 10

RPAツール活⽤
（36件） 2 7 15 8 4

新システム構築
（12件） 3 5 1 1 2

⼯事管理
（20件）

⼯事管理
（20件） 1 1 4 6 2 6

点検調査
（107件）

点検・調査
（107件） 1 4 31 34 13 24

管理運営
（33件）

管制センター⾼度化
（26件） 1 2 10 5 2 6
モニタリング
（7件） 1 2 4

お客様サービス
（23件）

情報提供アプリ
（21件） 4 7 4 2 4
新ETC等
（2件） 1 1

合計（325件） 15 35 113 69 30 63

R4年度末までに、約半数の163件が完了予定R4.9末現在

４．将来ビジョン

18 ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ 15

4-1. 将来ビジョン

DXの実現を主導する
リーダー格の⾏動

ベテラン社員

システム開発の
基礎を習得

若⼿社員

システム開発技術⼒と
知識の深化

中堅社員

【⾼速道路事業の基礎とシステム開発経験】

【DXの不明解消と基礎知識習得】

ジョブローテーション、情報システム部⾨でのシステム開発や⼈事交流

IPA講習、ヘルプデスク開設、DX戦略冊⼦、システム開発者研修 等

【DX⼈材を主要部署へ配属】

【知識の拡充、次世代リーダー予備軍の⼈材育成】

課題を情報システム課と連携しシステム開発を実施

IPA⻑期講習、外部研修

1施策 マインド醸成
グループ全社員の
意識改⾰

仮想化技術を⽤いたグループクラウド環境の構築と展開

【DXに精通したリーダー】
変⾰課題を持ちビジョンを提唱し、
⾏動に移す

2施策 基盤整備

3施策 ⼈材育成
デジタル知識を活⽤
できる⼈材の育成

データ蓄積・整理・活⽤、データベース機能の向上
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ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ 16

4-2. 将来ビジョン （工事管理・点検補修 編）

4施策 業務処理の効率化 5施策 業務・サービスの効率化

17

4-2. 将来ビジョン （工事管理・点検補修 編）

◆ BIM/CIMデータの活⽤

監督・検査要領（⼟⼯編）
等の導⼊により、検査⽇数が
「約1/5」に短縮
(2kmの⼯事の場合10⽇→2⽇)

監督・検査要領（⼟⼯編）等
の導⼊により、検査書類が
「約1/50」に削減

4-2. 将来ビジョン（業務負担の軽減イメージ）

点検・調査 計画 施⼯・検査

業
務
量

（損建WG資料⾃動化）

（補修箇所⾃動選定） （補修履歴確認）

（点検⽀援デバイス）

（現場業務管理）

（損傷-補修情報連携）

（執⾏状況、伝票連携）

現状

将来

◆ 点検･補修作業の効率化

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ 19

4-3. 将来ビジョン （管理運営・お客様サービス 編）

4施策 業務処理の効率化 5施策 業務・サービスの効率化

24



20

4-3. 将来ビジョン （管理運営・お客様サービス 編）

◆ AI技術を活⽤した交通インシデントの早期発⾒と対応の迅速化（試⾏中）

ＢＲＡＮＤ ＢＯＯＫ 21

【参考】 組織改編の8段階プロセス
◆ハーバード⼤学ビジネススクールの名誉教授で、変⾰のマネジメントと
リーダーシップについての世界的権威であるジョン・コッターの組織変⾰の
８段階のプロセス
① 危機意識を⾼める
② 変⾰推進のための連帯チームを築く
③ ビジョンと戦略を⽣み出す
④ 変⾰のためのビジョンを周知徹底する
⑤ 従業員の⾃発を促す
⑥ 短期的成果を実現する
⑦ 成果を活かして、さらなる変⾰を推進する
⑧ 新しい⽅法を企業⽂化に定着させる

出展︓「企業変⾰⼒」（ジョン・P・コッター著、⽇経BP社）

22

ご静聴ありがとうございました
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−メモ⽤紙としてお使いください− 

26



 
 

学⽣アイデア発表 
 

学⽣が考えるインフラＤＸ 

 
 

 

 

 

東 ⻘⿓ , 室⽥ 陸治 , ⼭⽥ 響⼰ 

（⿅児島⼤学／道路⼯学実践教室 最優秀受賞者） 
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■配布資料（カラー版）について 

 

 配布資料（カラー版）がダウンロードできます。 

 以下のページにアクセスいただき、ダウンロードしてください。 

 

https://www.kyushu-u-nexco.jp/ 

⇒「九州⼤学 ネクスコ」で検索 
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